
 

千葉県地域ＩＴ化推進協議会「令和元年度通常総会・セミナー」 
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「官民連携で取り組むまちづくり～ＩＴ協議会のあり方の検討に寄せて」 

講師：スマートシティ企画株式会社 代表取締役 山口 徹 氏 
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議案１ 役員の選任について 

 
役員任期（２年）が満了したことから、協議会規約第５条第２項の規定により、次の   

とおり役員を選任することについて承認を求める。 

 
 

千葉県地域ＩＴ化推進協議会 役員 

区 分 旧役員 新役員（案） 備考 

役職名 氏 名 団体・職名 氏 名 団体・職名  

会 長 今泉 光幸 千葉県総合企画部長 石川 徹 千葉県総合企画部長 新任 

副会長 井宮 淳 
千葉大学 

統合情報センター長 
井宮 淳 

千葉大学 

統合情報センター長 
留任 

〃 中村 耕太郎 
千葉県総合企画部 

政策企画課長 
野溝 慎次 

千葉県総合企画部 

政策企画課長 
新任 

〃 荒井 浩 
八千代市総務企画部 

情報管理課長 
芦田 良 

松戸市総務部 

情報政策課長 
新任 

〃 吉田 幸宏 
（公社）千葉県情報サ

ービス産業協会会長 
吉田 幸宏 

（公社）千葉県情報サ

ービス産業協会会長 
留任 

監 事 石渡 雅浩 
木更津市企画部 

情報政策課長 
白鳥 武志 

市川市情報政策部 

情報政策課長 
新任 

〃 岩堀 精昇 
四街道市経営企画部 

情報推進課長 
相川 裕史 

富里市総務部 
企画課長 

新任 
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議案２  平成３０年度事業報告の承認について 

 
平成３０年度事業報告について、次のとおり承認を求める。 

 

 

千葉県地域ＩＴ化推進協議会 平成３０年度事業報告 

 

１ 総会等の開催 

（１）通常総会 

・日 時 平成３０年５月１５日（火）午後１時３０分～ 

・場 所 プラザ菜の花 ４階「槙」 

・出席者 ２１市町 ２３名、８企業 １３名、３大学 ３名、 

１専門学校 １名、５団体 ７名、県 ５名  計５２名 

・議 題 ２９年度事業報告・決算の承認について 

３０年度事業計画・予算の決定について 

・報 告 役員の異動及び幹事の委嘱について 

     会員の退会について 

部会活動について 

 

（２）幹事会 

①第１回幹事会 

・日 時 平成３０年５月１５日（火）午前１１時００分～ 

・場 所 プラザ菜の花 ４階「羽衣」 

・出席者 幹事 １２名 

・議 題 総会に付すべき議案について 

部会の設置について 

・報 告 会員の退会について 

 

②第２回幹事会 

・日 時 平成３０年１１月１４日（水）午前１０時００分～ 

・場 所 幕張テクノガーデンＣＢ棟３０３号室 

・出席者 幹事 １０名 

・議 題 地域ＩＣＴ／ＩｏＴ実装推進セミナーへの協力について 

会員の入会について 

・報 告 会員の退会について 

・その他 千葉県ＩＣＴ利活用戦略の策定について 

 

 



3 
 

③第３回幹事会 

・日 時 平成３０年１２月２８日（金）（メール審議） 

・議 題 会員の入会について 

「データ活用部会」の設置について 

 

③第４回幹事会 

・日 時 平成３１年１月２８日（月）（メール審議） 

・議 題 第１１回「千葉県内大学による卒業論文発表会」の後援について 

 

２ 部会活動 

①ＩＴリテラシ向上対策部会 

・設 置 平成２５年５月２７日 

・代表者 特定非営利活動法人 ちば経営応援隊 

・参加者  千葉商科大学、船橋情報ビジネス専門学校、山武市教育委員会、 

芝山町、富士通（株）、習志野市、船橋市 

・目 的  ＩＴ利活用の促進と情報セキュリティの確保のためには、県民の更な

るＩＴリテラシの向上が不可欠である。当部会では、主に自治体職員、

学校の教職員に焦点を当てて、ＩＴリテラシ向上対策を検討・試験実

施している。 

 ・活動報告 

 １．ＩＴリテラシ向上に資するためのメールマガジン『メルマガ めざせＩＴ

力アップ!』の発行を定期的に行った。 

発行方針: 

毎月２回(１日号、１５日号)、約２年かけて順次発信 

専用Ｗeb サイトを構築し、当該号のコンテンツを編集 

メルマガ本文から当該ページに誘導 

メルマガ本文とともにコンテンツをＰＤＦでも配信 

２部構成(１部:パソコン活用、２部:用語・セキュリティ等) 

コンテンツは事前に部会メンバーでチェックの上、発信 

発行実績： 

全２４回  ２０１８年４月１日号（第３号） 

～２０１９年３月１５日号（第２６号） 

配信先一覧（受付順）： 

ＮＰＯちば経営応援隊 

千葉商科大学 

芝山町役場総務課情報管理係 

酒々井町総務課（情報推進班） 

浦安市総務部情報政策課 
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柏市企画部情報政策課 

八千代市総務企画部情報管理課 

習志野市情報政策課 

館山市総合政策部情報課情報係 

山武市教育委員会 

市川市企画部企画課 

千葉県地域ＩＴ化推進協議会(千葉県総合企画部政策企画課) 

船橋市情報システム課 

千葉県精神保健福祉センター 

  ２．２０２０年改訂予定の新学習指導要領に掲げられている小学校教育への

プログラミング教育導入等を踏まえて、計画時点で想定していた「小中学

校の学習指導におけるＩＴ利活用」に関しての山武市教育委員会との連携

については、山武市教育委員会の方針に従い、見合わせた。 

 ３．計画時点で想定していた、各自治体による「ＩＣＴ利活用」「情報セキュ

リティ対策」などの住民向け研修の共通カリキュラムについての検討に関

しては、部会討議の結果、現時点ではさほどのニーズは無いと判断し、実

施しなかった。 

・部会開催実績 

平成 30 年 7 月 17 日 第１回部会会合 

・平成３０年度計画 

・山武市教育委員会との連係 ⇒ 計画見合わせ 

・住民向け研修共通カリキュラム ⇒ 現時点でニーズ

小さい 

・メルマガの発行状況と今後 

平成 30 年 10 月 16 日 第２回部会会合 ⇒ 参加人数が少なく、中止した 

平成 31 年 1 月 21 日 第３回部会会合 ⇒ 参加人数が少なく、中止した 

 

②データ活用部会 

・設 置 平成３１年１月２１日 

・代表者 Code for NAGAREYAMA 

・参加者  Code for Chiba、Code for Matsudo、シビックテックもばら、 

Team URA-CIMA、（株）パクチー 

・目 的  データ活用の取組を活性化するには、多くの人にデータ活用の可能性

を実感してもらう必要がある。 

そこで当部会では、多様な主体を巻き込むイベントの開催や、メリッ

トが感じられるデータ活用を自ら実践することによって県内全域に取

組を広げ、地域課題の解決を促進することを目的とする。 

 



5 
 

   

  ・活動報告 

    １．実績 

いすみ鉄道車両を活用した市民参加型のアイデアソンを開催 

①「ローカル・オープンデータ・ディ」「データをもらいにお邪魔しま

す！」いすみ鉄道編（平成 31 年 2 月 16 日） 

②「インターナショナル・オープンデータ・ディ」「データをもらいに

お邪魔しませんか？」松戸編（平成 31 年 3 月 2 日） 

２．成果 

オープンデータ等を利用し地域のことを知ってもらうイベントを開催

することで、更にデータにまだなっていない情報を収集することができた。 

３．課題と次年度への取り組み 

データ利活用を推進する為にまずは使えるデータをオープンにし、シェ

アラブルなデータにしていく必要があることがわかった。 

次年度以降は引き続き他地域を訪れ、データを収集しながらシェアラブ

ルなデータを開示し、地域で利用できるデータを増やしていきながら、活

用するツールを利用できる人を増やしていく必要がある。 

・部会開催実績 

平成 31 年 2 月 5 日 第 1 回部会会合 

・アイデアソン開催準備 

平成 31 年 4 月 15 日 第２回部会会合 

・平成 31 年度活動計画の作成 

随時 先進事例の研究、市町村のニーズ調査 

 

３ 講演会の開催等 

（１）セミナー 

①「ちばＩＴ利活用セミナー」 

・日 時 平成３０年５月１５日（火）午後２時３０分～ 

・場 所 プラザ菜の花 ４階「槙」 

・出席者 ５７名 

・テーマ 「シェアリングエコノミーで県民総活躍！」 

・内 容 

   【講演①】「シェアリングエコノミー 期待と展望」 

（株）スペースマーケット、（一社）シェアリングエコノミー協会 

内閣官房シェアリングエコノミー伝道師 積田 有平氏 

   【講演②】「千葉市のシェアリングエコノミーに関する取組みについて」 

千葉市国家戦略特区担当局長 稲生 勝義氏 
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②「平成３０年度 ちばＩＴ利活用フォーラム」 

・日 時 平成３０年１１月１４日（水）午後１時３０分～ 

・場 所 幕張テクノガーデンＣＢ棟３０１号室 

・出席者 ９８名 

  ・テーマ 「実例でつかむ ＡＩ活用の極意」 

  ・内 容 

   【講演①】「ＡＩ技術の現状とその応用」 

産業技術総合研究所 人工知能研究戦略部 

上席イノベーションコーディネータ 西井 龍五氏 

【講演②】「富士通のロボット及びロボットＡＩプラットフォームの取組紹介」 

富士通（株）ＡＩサービス事業本部 プラットフォーム事業部 清水 耕平氏 

【講演③】「ホワイトカラーの生産性向上、働き方改革で注目されるＲＰＡ 

   ～適用事例と導入のポイント、ＡＩを活用した非定型業務の自動化に向けて～」 

ちばぎんコンピューターサービス（株）法人事業部法人システム部  

篠原 英俊氏 

   ※コミュニケーションロボット展示 

   「ｕｎｉｂｏ」受付案内デモ       富士通（株） 

   「Ｓｏｔａ」 簡易プレゼンテーション  東日本電信電話（株） 

 

③「エクセルで学ぶ！統計データ分析研修」 

・日 時 平成３１年１月３１日（木）午前１０時００分～ 

・場 所 船橋情報ビジネス専門学校 

・出席者 市町村 １３名、企業 ６名、県 １１名 計３０名（申込 ４８名） 

  ・内 容 データ分析手法をＰＣでの演習形式で学ぶ 

・講 師 船橋情報ビジネス専門学校 稲垣 実氏、河内 由美氏、和泉 由美氏 

 

（２）行事の共催・後援 

①共催 「地域ＩＣＴ／ＩｏＴ実装推進セミナーin 千葉 

～新しい技術による業務効率化と自治体サービスの向上～」 

・主催者 総務省関東総合通信局 

  ・日 時 平成３１年２月８日（金）午後１時～ 

  ・場 所 ＴＫＰガーデンシティ千葉３階 ファンタジア 

  ・参加者 自治体、ＩＣＴ関連企業 約１００名 

・内 容 ＲＰＡ等のＩＣＴを活用した業務効率化とサービス向上に係る講演・

パネルディスカッション 
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②後援 「第１１回千葉県内大学による卒論発表会」 

・主催者 公益社団法人千葉県情報サービス産業協会 

  ・日 時 平成３１年２月２０日（水）午後１時３０分～ 

  ・場 所 ＷＢＧマリブウエスト４階 第４会議室 

  ・参加者 ５６名 

・内 容 県内の情報系学科の大学生（４大学・７名）、専門学校生（１校・    

３名）が卒業研究の内容を発表 

 

４ 会員専用ホームページの運営 

会員情報、イベント・セミナー等にあわせて適宜更新 

 

５ 参考資料の収集と配付 

   随時、総務省等からの競争的資金の公募情報やお知らせ、ＩＴ関連団体等の 

イベントの案内を実施。 



（収入の部）

科目 予算額(A) 決算額(B) 差異(B-A) 摘要

円 円 円

負担金 621,000 589,500 △ 31,500

雑収入 20,100 20,004 △ 96 情報通信月間行事援助金、利子

前期繰越金 312,480 312,480 0

合　　計 953,580 921,984 △ 31,596

（支出の部）

科目 予算額(A) 決算額(B) 差異(A-B) 摘要

円 円 円

会議費 190,000 174,241 15,759 総会・フォーラム会場費等

講演関係費 345,000 297,158 47,842 外部講師謝礼、データ分析研修委託費

事務局費 155,000 152,331 2,669
Webサーバ・システム利用料、振込手数
料

企画活動費 260,000 218,087 41,913 部会助成費

予備費 3,580 0 3,580

合計 953,580 841,817 111,763

　　収入総額　 921,984

　　支出総額 841,817

（差引）次期繰越金 80,167

8

議案３　平成３０年度収支決算の承認について

　平成３０年度収支決算について、次のとおり承認を求める。

千葉県地域ＩＴ化推進協議会
平成３０年度収支決算書

県 18,000円
市町村・企業 9,000円×63
　　　　　　　　  4,500円×1　　 計65団体
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議案４  令和元年度事業計画の決定について 
 

令和元年度事業計画について、次のとおり決定を求める。 

 

 

千葉県地域ＩＴ化推進協議会 令和元年度事業計画 

 
本県の産・学・官・民が協力連携し、IT の利活用を推進することにより、個性

豊かで活力に満ちた地域社会の実現及び住民福祉の向上に寄与することを目的と

して、以下の事業を行う 

 

１ 総会等の開催 

（１）通常総会（６月３日) 

・平成３０年度事業報告・決算の承認 

・令和元年度事業計画・予算案の決定 

（２）幹事会（随時） 

・協議会の業務の運営に関する事項の企画 

・部会の設置、入会の承認等 

 

２ 部会活動 

（１）既存部会の活動支援 

（２）新規部会の立ち上げ支援 

 

３ 講演会等の開催 

（１）「ちばＩＴ利活用フォーラム」の開催 

（（公社）千葉県情報サービス産業協会と共催） 

（２）セミナー等の開催 

 

４ 企画・活動事業 

（１）地域ＩＴ化推進に必要な調査研究事業 

（２）協議会のあり方の検討 

（３）その他協議会の目的を達成するための事業 

 

５ 会員専用ホームページの運営 

 

６ その他 

会員の参考となる関係資料の収集と配付（随時） 
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別紙 

 

千葉県地域ＩＴ化推進協議会のあり方の検討について 

 

千葉県地域ＩＴ化推進協議会事務局 

（千葉県総合企画部政策企画課） 

 

 千葉県では、本県におけるＩＣＴ利活用の戦略的な方向性を示す「千葉県ＩＣＴ

利活用戦略」を今年度中に策定する予定です。 

本戦略は、県全体でＩＣＴを戦略的に活用し、地域課題の効果的な解決や持続的

な発展につなげていくため、様々な主体（プレーヤー）とビジョンを共有し、それ

ぞれの役割・強みを生かした、主体的な取組を促すことを狙いとしています。 

 また、様々なプレーヤーの連携による共同研究や実証事業の実施を促すため、 

プレーヤー間の情報交換のための機会と場を拡充することとしています。 

 

千葉県地域ＩＴ化推進協議会（以下「協議会」という。）は、これまでもセミナー・

フォーラムを通した情報発信や部会活動によりデータ活用などの個別課題につい

ての研究活動を行ってきましたが、今後は産学官民の連携をより一層、促進するた

めの取組の実施が期待されているところです。 

 

そこで、会員各位の協力のもと、産学官民の連携を促す組織としての協議会の 

あり方や産学官民の連携促進に向けて取り組むべきこと等を、検討していきたいと

考えておりますので、御協力くださいますようお願いします。 

 

 

【会員の皆様へのお願い】 

1. 協議会のあり方や取り組むべきこと等に関するアンケートを実施しますので、 

是非御回答ください。 

 

2. 協議会のあり方等に係る検討会を設置します。メンバーを募集しますので、 

奮ってご応募ください。 



【収入の部】

科　目 予算額
前年度
予算額

増　減 摘　　　　　　　　　　　要

円 円 円

負担金 576,000 621,000 △ 45,000
県18,000円、
市町村・企業　9,000円×62

雑収入 20,100 20,100 0 情報通信月間行事援助金・預金利息

前期繰越金 80,167 312,480 △ 232,313

合計 676,267 953,580 △ 277,313

【支出の部】

科　目 予算額
前年度
予算額

増　減 摘　　　　　　　　　　　要

円 円 円

会議費 195,000 190,000 5,000 総会、セミナー会場費等

講演関係費 100,000 345,000 △ 245,000 外部講師謝礼

事務局費 160,000 155,000 5,000 協議会Webサーバ･システム利用料、振込手数料等

企画活動費 220,000 260,000 △ 40,000 部会活動助成費（2部会）

予備費 1,267 3,580 △ 2,313

合計 676,267 953,580 △ 277,313

議案５　令和元年度収支予算の決定について

　令和元年度収支予算について、次のとおり決定を求める。

千葉県地域ＩＴ化推進協議会
令和元年度収支予算（案）
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報告１ 幹事の委嘱について 

令和元年度千葉県地域ＩＴ化推進協議会 幹事 

役 職 団 体 ・ 所 属 職 氏 名  備考 

幹事長 
千葉県 
総合企画部政策企画課 

副課長 戸崎 将宏  新任  

幹事 
千葉市 
総務局 情報経営部 業務改革推進課 課長  長峯 道宏  新任  

幹事  松戸市 
総務部 情報政策課 

課長  芦田 良  新任  

幹事  白井市 
総務部 総務課 

課長  篠宮 悟  新任  

幹事  香取市 
総務企画部 総務課 

課長  平野 靖  新任  

幹事  芝山町 
総務課 

課長  小川 欣也  新任  

幹事  白子町 
総務課 

課長  板倉 広明  新任  

幹事  君津市 
企画政策部 経営改革推進課 

課長  丸 博幸  新任  

幹事 
公益社団法人 
千葉県情報サービス産業協会 

事業企画部会長 荒川 典彦  新任  

幹事  城西国際大学 
大学院ビジネスデザイン研究科 

研究科長 袁  福之 留任  

幹事  千葉大学 
統合情報センター  

教授 今泉 貴史 留任  

幹事  富士通株式会社 
千葉支社 第一公共営業部 

部長  髙橋 章史  留任  

幹事  
東日本電信電話株式会社 
千葉支店 第二ビジネスイノベーション
部第三バリュークリエイトグループ 
バリュークリエイト担当 

担当課長 唐沢 敬  留任  

幹事  協同組合シー・ソフトウェア 代表理事 谷尾 薫  新任  
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報告２ 

会員の入退会について 

 

＜入会＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜退会＞ 

 

 団体名 入会日 

1 ＮＰＯ法人Ｃｏｄｅ ｆｏｒ Ｃｈｉｂａ 平成３０年１１月１４日 

2 Ｃｏｄｅ ｆｏｒ Ｎａｇａｒｅｙａｍａ 平成３０年１１月１４日 

3 Ｃｏｄｅ ｆｏｒ Ｍａｔｓｕｄｏ 平成３０年１１月１４日 

4 チーム ＵＲＡ－ＣＩＭＡ 平成３１年１月２１日 

5 株式会社パクチー 平成３１年１月２１日 

6 シビックテックもばら 平成３１年１月２１日 

 団体名 退会日 

1 一般社団法人千葉ＩＴ経営センター 平成３０年５月３１日 

2 株式会社インターネットイニシアティブ 平成３０年６月２９日 

3 富士通エフ・オー・エム株式会社 平成３０年６月３０日 

4 小林クリエイト株式会社 平成３０年９月７日 

5 柏市 平成３０年１２月４日 

6 キャノンＩＴソリューションズ株式会社 平成３０年９月７日 
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報告３ 部会活動について 

 
① ＩＴリテラシ向上対策部会 

② データ活用部会 

 
  

 



 1

 

千葉県地域ＩＴ化推進協議会規約 

 

【名称】 

第 1条 この会は、千葉県地域ＩＴ化推進協議会（以下「協議会」という。）と称する。 

 

【目的】 

第 2条 協議会は、本県の産・学・官・民が協力連携し、IT の利活用を推進することによ

り、個性豊かで活力に満ちた地域社会の実現及び住民福祉の向上に寄与することを目的

とする。 

  

【事業】 

第 3条 協議会は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事業を行う。 

(1) ＩＴ利活用に関する調査・研究・実証実験等のコーディネート事業 

(2) ＩＴ利活用の普及啓発のためのセミナー等開催事業 

(3) ＩＴ利活用に関する情報交流・コミュニケーション促進事業 

(4) その他協議会の目的を達成するために必要な事業 

 

【構成】 

第 4条 協議会は、一般会員と特別会員(以下｢会員｣という)をもって構成する。 

２ 一般会員は、協議会の目的に賛同する地方公共団体、各種団体、企業等とする。 

３ 特別会員は、会長が協議会の目的達成のため特に必要と認めたものとする。 

 

【役員】 

第 5条 協議会に、次の役員を置く。 

会 長  １名 

副会長  ４名 

監 事  ２名 

２ 役員は、総会において選任する。 

 

【役員の職務】 
第 6条 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときはその職務を代行する。 

３ 監事は、協議会の会計を監査する。 

 

【役員の任期】 
第 7条 役員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 役員に欠員が生じたときは、その後任の職にある者をもって充て、その任期は前任者

の残任期間とする。 

３ 役員は、辞任又は任期満了の場合においても、後任者が就任するまではその職務を行

わなければならない。 

 

【総会】 
第 8条 通常総会は、毎年１回会長が招集する。ただし、会長が特に必要と認める場合は、

臨時総会を招集することができる。 

２ 通常総会は、次の事項を審議する。 

(1) 事業計画及び収支予算 
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(2) 事業報告及び収支決算 

(3) 役員の選任 

(4) 規約の改正 

(5) その他協議会の活動に関する重要事項 

３ 臨時総会は、特に必要とする事項について審議する。 

４ 総会においては、会長が議長となる。ただし、会長及び副会長が欠席の場合は、あら

かじめ会長が指名する者が議長となる。 

５ 総会の議決は、出席者の過半数をもって決する。賛否同数のときは、議長がこれを決

する。 

 

【幹事会】 

第 9条 本会に 1５名以内で構成する幹事会を置く。 

２ 幹事会は、幹事長及び幹事をもって構成され､会長の補助機関として、総会に付すべき

事項のほか次の事項について協議し決定する。 

(1) 協議会の業務の運営に関する事項の企画・立案 

(2) 部会の設置に関する事項 

(3) その他必要と認める事項 

３ 幹事長及び幹事は､会務の必要に応じ､毎年度会長が委嘱する。 

４ 幹事会は、必要に応じ幹事長が招集する。 

５ 幹事会においては、幹事長が議長となる。ただし、幹事長が欠席の場合は、幹事長が

指名する者が議長となる。 

６ 幹事会の議決は、出席者の過半数をもって決する。賛否同数のときは、議長がこれを

決する。 

７ 幹事長が必要と認めた場合は、関係者の出席を求め、意見を聴取することができる。 

 

【部会】 

第 10 条 事業の実施にあたり、必要に応じ部会を設置することができる。 

２ 部会の活動にあたっては、当該活動に対する経費の全部又は一部を助成する。 

３ 部会の設置、構成及び運営について必要な事項は、幹事長が幹事会の議を経て別に定

める。 

 

【入会】 

第 11 条 本会に入会しようとするものは､入会申込書を提出し､幹事会の承認を得なけれ

ばならない。 

 

【退会】 

第 12 条 会員が退会する場合には､書面により届け出るものとする。 

 

【事業年度】 

第 13 条 協議会の事業年度は、毎年４月１日から翌年の３月３１日までとする。 

 

【経費】 

第 14 条 協議会の事業を遂行するために必要な経費は、会費、その他の収入をもって充て

る。 

２ 協議会の会費については、別に定める。 
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【事務局】 

第 15 条 協議会の事務局は、千葉県総合企画部政策企画課に置く。 

２ 事務局に、事務局長及び事務局員若干名を置く。 

 

【その他】 

第 16 条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に必要な事項は、会長が別に定める。 

 

 

附 則 

この規約は､平成１５年４月１日から施行する。 

   

 附 則 

この改正規約は、平成１７年５月２５日から施行する。 

   

   附 則 

この改正規約は、平成２１年１１月１８日から施行する。 



 会員名簿一覧（平成３１年６月３日現在）（合計：９３団体） 

 

 

● 一般会員 公共団体(４０)（県：１、市町村：３９） 

千葉県 

千葉市 佐倉市 君津市 匝瑳市 白子町 

銚子市 旭市 浦安市 香取市 長南町 

市川市 習志野市 四街道市 山武市 鋸南町 

船橋市 勝浦市 袖ケ浦市 いすみ市  

館山市 市原市 八街市 酒々井町  

木更津市 八千代市 印西市 神崎町  

松戸市 我孫子市 白井市 多古町  

茂原市 鴨川市 富里市 芝山町  

成田市 鎌ケ谷市 南房総市 横芝光町  

 

● 一般会員 民間企業（２３） 

 

  

㈱内田洋行 日本電気㈱ 
㈱ディ－・エス・ケイ 東日本電信電話㈱ 
㈱大崎コンピュータエンヂニアリング ㈱日立製作所 
公益情報システム㈱ 富士通㈱ 
㈱三協ソフトウェア ㈱フューチャーリンクネットワーク 
シーデーシー情報システム㈱ ㈱プラムシックス 
協同組合シー・ソフトウェア 宮川電気通信工業㈱ 
㈱ジィ・シィ企画 日本電子計算㈱ 
㈱太陽堂印刷所 千葉テレビ放送㈱ 
ちばぎんコンピューターサービス㈱ ㈱フジクラ 
㈱千葉システムコンサルタント ㈱パクチー 
㈱イーエスケイ  



●特別会員 大学（１２）１７名 

千葉大学 統合情報センター センター長 井宮 淳  
統合情報ｾﾝﾀｰ大学情報企画運営部門 教授  今泉 貴史  

東京大学 大学院工学系研究科 教授  淺間 一  
大学院新領域創成科学研究科 教授  斎藤 馨  

千葉工業大学 社会システム科学部 
金融・経営リスク科学科 

教授  森 雅俊  

工学部機械電子創成工学科 准教授 新井 浩志  
千葉商科大学 サービス創造学部 教授  吉田 優治  

人間社会学部 教授  鎌田 光宣  
麗澤大学 外国語学部 

情報教育センター 
教授  
センター長 

千葉 庄寿  

東京情報大学 総合情報学部 教授  井関 文一  

総合情報学部 准教授 藤原 丈史  

城西国際大学 大学院ビジネスデザイン研究科 研究科長 袁 福之  
メディア学部 准教授 寺本 卓史  

千葉科学大学 危機管理学部 教授  船倉 武夫  
東京電機大学 情報環境学部 准教授 斎藤 博人  
東邦大学 理学部情報科学科  准教授 日紫喜 光良  
日本大学 生産工学部数理情報工学科 専任講師 関 亜紀子 
獨協大学 法学部国際関係法学科 非常勤講師 多賀谷 一照  

●特別会員 高等専門学校（１） 

木更津工業高等専門学校 

●特別会員 専門学校（１） 

船橋情報ビジネス専門学校 

●特別会員 団体（５） 

千葉県市長会 千葉県町村会 

(公財)千葉県産業振興センター (公社)千葉県情報サービス産業協会 

(公財)千葉市産業振興財団  

●特別会員 ＮＰＯ（１１） 

特定非営利活動法人山武ＩＴ推進協会 特定非営利活動法人Ｃｏｄｅ ｆｏｒ Ｃｈｉ
ｂａ 

特定非営利活動法人千葉まちづくりサポート
センター 

Ｃｏｄｅ ｆｏｒ Ｎａｇａｒｅｙａｍａ 

特定非営利活動法人銚子ＩＴ推進協議会 Ｃｏｄｅ ｆｏｒ Ｍａｔｓｕｄｏ 

特定非営利活動法人ナレッジネットワーク チーム ＵＲＡ-ＣＩＭＡ 

特定非営利活動法人ＴＲＹＷＡＲＰ シビックテックもばら 

特定非営利活動法人ちば経営応援隊  

 


